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の未開発ならびに回路技術の未熟さより真空管で構成されていた｡

日立製作所では,白黒トランジスタテレビの技術を土台として,

大電力半導体および回路技術,各種の部品の開発を行なって,能動

素子にすべて半導体を採用して,小形,軽量化,低消費電力化,高

信疲度化などを図ったカラーテレビシャシを開発し,15形,13形の

オールトランジスタカラーテレビに適用し市販を始めた｡

本論文は,新シJ7シの回路構成および回路動作の概要について述

べる｡

2.回路構成概要

図】は新シャシのブロックダイヤグラムである｡この回路構成の

特長は,シリコントランジスタを大幅に導入するとともに,シリコ
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表115形カラーテレビ規格比較

機 種 名
オールトラソジスタ式
CF-570TU

オール真空管式
CF-71C

ハイ
ブリ
ッド式

CF-560TU

キャビネット

構 造

外形 寸 法

受 信
チャ ンネル

重 量

消 費電 力

使用真空管数

使用ト ラン

ジスタ数
使 用

ダイオード数

受 像 管

偏 向 角 度

受像管高圧

ス ピ ー カ

木製テーブル形

535×370×365

VHF ICH～12CH

UHF13CH～62CH

20kg

70W

O

45石

45石

370AB22

90度

18kV lmA

12×8cm l個

木製コンソール形

725×655×455

VHf､1CH～12CH

50kg

330W

28球

0

18石

370AB22

90度

19kV lmA

23×15cm 2個

木製テーブル形

650×455×39(l

VHF ICH′～12CIi
UHF13CH､′62CH

35kg

190W

12球

38才了

31石

370AB22

90変

19klr 900/!A

15×10cm l個

ソトランジスタとゲルマニウムトランジスタをそれぞれの特長を考

慮し適当に組み合わせて半導体の数を減らし合理的な構成にしたこ

とにある｡中でも,半導体化で問題となる偏向出力回路･高圧回路

および電源回路には,性能向上,信榎度向上のため,可飽和リアク

タによる新高圧制御方式,積層形セレン整流掛こよる倍電圧整流回

路,また定電圧回路など数々の新回路技術を採用している｡

また,各回路に能率の高い方式を採用することiこよって,消費電

力を極力減らし,従来のカラーテレビと高圧電力が同一にもかかわ

らず,全消費電力で約1/5,大形白黒トランジスタテレビと同程度

のものとなっている｡

表1は15形カラーテレビについて,本シャシを使ったCF-590TU

と真空管式,ハイブリッド式の規格を比較したものである｡

3.チューナ,映像中間周波回路

UIiFチューナはダイオードミキサ形のシングルスーパーカ式で

ある｡

VHFチューナはフォワードAGC用のRF増幅段を持つものであ

る｡UHF,VHFチューナとも58MHz帯のⅤIFを選んでいる｡

このVHFチューナは後述のようにAGC制御電圧を遅延方式で

印加することにより必要な性能を信号入力110dB(OdB=1〃Ⅴ)ま

で維持できる｡したがって,アンテナ入力回路の抵抗河東器はつけ

てないが,受信枚としての強電界特性は従来のものよりすぐれて

いる｡

映像中間周波回路の構成ほ主として音声搬送波と色副搬送波の干

渉による920KHzのど-ト妨害を軽減するために,従来用いられて

いた音声信号のみを独立に検波する方式をやめ,輝度信号だけを独

立に検波する新しい色度･輝度分離検波方式を採用した(特許出

願中)｡

この方式は図2に示すように,2個のⅤIF出力段と2個の検波回

路をもっている｡その1紐.は輝度信号部分のみを選択増幅し復調す

るのに用いられ,他方は色信号と音声信号のみを増幅し復調するの

に用いられている｡おのおののチャンネルの1信号選択度特性は図

3に示すとおりである｡

輝度チャンネルにおける920KHzビート妨害は,映像搬送波レベ

ルを基準とした場合の音声搬送波レベルと色副搬送波レベルの瞑

(CombinedSelectivityと称する)が26dBの点をもって検知限とさ

れる｡この色度･輝度分離検波方式では,輝度チャンネルにおいて

容易に45dB以上のCombinedSelectivityが確保でき量産性のノ∴ミ

ですぐれている｡また色度チャンネルでは,色剤搬送波近辺が比較

的平たんな特性によっているので,局発周波数の変動が色度信号の

伝送特性を大きく変化させることがなく安定である｡
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図2 色度･輝度分離検波方式のブロックダイヤグラム
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注:検池川力ほテストパターン信号のVp-pを示す｡

図4 AGC巨il路の諸′特性

輝度チャンネルにおける6dB帯域幅は標準2.7MHzで,従来の

方式よF)900KHz,白黒テレビに比べても約300KIizせまくなっ

ているが,後続のビデオ回路で高城の補償を行なっているので総合

では従来と同等以上の周波数レスポンスを確保している｡

4.A G C 回 路

ここで採用しているのは雑音除去回路を組み合わせたせん頭値形

AGCである｡

せん頭値形AGCは,耐パルス性雑音特性の悪いのが致命的欠点

とされて,回路の簡易性,動作の即応性がすぐれているにもかかわ

らずほとんど採用されていなかった｡しかし雑音消去回路と組み合

わせることによりその欠点が改良される(特許出願中)｡

この回路の特長として次の項目があげられる｡

(1)キーイングパルスなしで独立動作可能

(2)即応性が高い(IEEE法による表示で400Hz)

(3)検波出力のばらつきが小さく無調整
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(4)完全な遅延特性で強弱電界特性とも良好

AGCの諸特性を図4iこ示す｡

5.ビ デオ回路

このビデオ回路の最大の特長ほ,従来広く用いられていたブラウ

ン管マトリクスを用いた色差方式に代わって,トランジスタ･マト

リクスを用いた原色ドライブ方式を採用したことである｡

図5に示すのがその原理図である｡ブラウン管に直接接続されて

いる3個の映像出力トランジスタは,エミッタから共通に印加され

る輝度信号をこ対してほベース接地で動作し,ベースから個々に印加

される色差信号に対してはエミッタ接地で動作する｡コレクタ側に

得られる出力ほR･G･Bの原色信号であり,これがおのおののブラ

ウソ管カソードをドライブする｡この方式では第1グリッドはすべ

て共通でよい｡

輝度信号は出力段を含めて4段,色差信号は同じく2段増幅され

るが,各段はすべて直流結合されており,復調された各直流成分を

100%伝送することは可能である｡

プラウソ管のドライブ信号ほ80VP‾P必要である｡これにより最

小必要電源電圧を算出する場合,オーバーシュート,各蛍光体の発

光能率の相違,ブランキングのための黒レベルマージン,輝度信号

復調出力のばらつき,50%の直流伝送率の場合のAPL(Average

PictureLevel)の変化を考慮にいれると120Vとなる｡これは偏向

回路の構成上最適な電圧と一致しB電圧より供給できる｡

d.音声中間周波回路,音声回路

音声中間周波回路は白黒テレビに使用されているのと全く同じで

ある｡ただ音声中間周波信号を帯域増幅器の段間に配置した4.5M

HzのブリッジTトラップからとり出している広が従来と違って

いる｡

音声出力トランジスタとして帖go≧300V以上の2SC685Aを

使用したA級増幅回路を採用した｡その性能は

最 大 出 力 1.75W

無ひずみ最大出力 1.2W(10%ひずみ)

である｡

7.色信号帯域増幅器

色信号帯域増幅器ほ,カラー映像信号より色信号のみを抜き取り

増幅する｡この帯域増幅器は,

(1)ク ロスカラー

(2)位 相 特 性

(3)解 像 度

の事項より仕様が決められる｡

クロスカラー除去のため,総合色信号帯域増幅器の周波数特性に

おいて,2･7MHzの減衰量を従来の特性より大きくした｡各段間の

周波数特性で3.60MHz±500KHz内に¢の高い周波数点があると

その周波数付近で位相特性が悪くなり,カラー画質をそこなうので

各段の周波数特性について配慮した｡

この受信機の映像信号中間周波回路には,輝度･色度分離方式を採

用しているので,色度信号中間周波検波段負荷にエCの直列共振回

路を設け,この共振周波数を帯域増幅器の中心周波数3.6MHzに選

んである｡第1段帯域増幅器は,色信号と音声信号を増幅する｡

一般に,クロスカラーは,輝度信号の中高域成分(920KHz±500

KHz,2･7MHz±250KHz)と音声信号の組合せで発生するので,

第1段帯域増幅器のコレクタの周波数特性をハイパス特性とし,

2･60MHz以下の信号成分を抑圧した｡

チューナから第1段帯域増幅器までの周波数特性は,調整の簡易
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図5 原色ド ラ イ ブ回路

化･クロスカラー除去のため単峰特性に選んだ｡色信号ほ放送局よ

り,3,60MIiz±500KHzの帯域で送られてくるので,第2段帯域

増幅器の単体周波数特性を双峰特性にして帯域幅を広げた｡

8.色同期回路

バーストゲート′ミルスとしてほ,同期信号を積分して得る方法を

探朋した｡同期后号を用いると,水平同期による色相変化がない利

点がある｡同期増幅のエミッタよりコイルとコンデンサで同期信号

を積分し,バースト増幅器の抜取時間とバースト期間が一致するよ

うに,バーストゲートパルスの遅延時間を選定した｡

ノミースト増幅器で色信号より抜き取らカ1たバースト信号ほ,水晶

共振子をたたき,リンギング出力を発生する｡

水晶発振子に公称負荷容量を直列に接続すると,公称周波数で発

振する｡水晶共振子の場合も同様に,公称負荷容量をつけることに

より公称周波数で出力最大となる単峰形の特性を示す｡

水晶共振子を用いる色同期回路において,水晶フィルタのQを高

めるほど耐雑音性が向上する｡しかし,水晶には温度による周波数

の変化があるので,0の値には限度がある｡ここでほ0=4,000に

選び,回路に温度補償を行なって,保証温度範囲での位相変化を最

大10度以内に押えている｡

第2段の色副搬送波増幅器ほ,復調器に必要な副搬送波を供給

する｡

9.A⊂C回路,キラー回路

色信号の電界強度が変化しても画面上の色の渡さを一定にする自

動色利得制御回路(ACC回路)には,トランジスタを使ったエミッ

タ可変帰還形増幅器を用いた｡ACC制御入力信号には,水晶のリン

ギソグ出力電圧を用いた｡放送局より送られてきたカラー映像信号

中のバースト信号の振幅が変化すると,水晶のリソギソグ出力はそ

れに比例して変化する｡この変化する電圧を振幅検波し直流電圧に

する｡この直流電圧で利得制御用トランジスタのベース電流を制御

し,第1帯域増幅トランジスタのエミッタ帰還抵抗値を変化させ,

色信号出力も一定にする｡

水晶のリソギソグ出力電圧の一部はACC検波とキラー検波に送

られる｡キラー検波はACC検波と同様に制御用入力電圧を振幅検

波し,直流電圧をつくり,この電圧で第2帯域増幅器と第2副搬送

波増幅器を断続させる｡

10.復 調 器

ダイオード復調掛こおいては,復調出力の直線性を良好にするた

めにダイオードに加える色信号と同等レベル以上の副搬送波をダイ

オードに加える必要がある｡100%飽和度の入力色信号は1.0Vp_Pmax

に選んであるので,副搬送波を1.5Vp_P以上にした｡

平衡復調器の出力には,副搬送波が減衰されずに伝送されるため
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図6 白色温度と復調特性の関係

復調器出力の負荷に固定の3.6MHzトラップを設け,かつ600KHz

の利得補償を行ない,色の解像度の増加を図った｡

復調器の位相角と相対出力比の関係は,これまでのカラーブラウ

ソ管の赤の発光能率が悪かったため,復調位相角は同じで赤の復調

出力をあげる方法がとられていた｡しかし,放送局の白色はC光源

付近(約6,5000K)であるが,現在の受信機の白色は9,300℃から

10,000℃付近に選定する傾向にある｡このため,従来用いられてい

た復調出力比のみを変える方法では,中間色の再生がずれてくる｡

また,緑の蛍光体の色度点がNTSC規格より大幅にずれているた

め,色の再生のずれはさらに大きくなる｡

以上のことより,中間色の再生とカラーノイズを考え復調の位相

角と出力比の関係を求めた｡白色温度と復調特性の関係は図dに示

すとおりである｡

11.垂直偏向回路

垂直偏向回路ほ発振回路,励振回路,出力回路から成り,NPN-

PNP-NPNトランジスタの3段構成とした｡この方式は,回路が簡

単であること,性能が安定していること,電源リップルの影響を受

けがたいなどの特長があり,白黒トランジスタテレビの量産で,す

ぐれた実績を持っている｡

本シャシには,のこぎり波電圧と発振周波数の安定度,信頼度を

向上させるために,トランジスタの特性のばらつき,温度変化の影

響のはとんどないエミッタ時定数形ブロッキング発振回路を使用し

た｡また発振周波数,のこぎり波電圧の振幅,直線性を決定する時

定回路にほ,安定度の高いアルミ電解固体コンデンサを採用した｡

励振･出力回路では,直流動作点の安定化をじゅうぷんに行ない,

表2 垂直偏向コイルの定数

プ ラ ウ ソ 管

画面サイズL偏向角-ネック径
高 圧 エァ l月ア ノアタ 月アム)P2

9り～14†/

B/W

17け～20け

B/W

15け
Color

900

1140

900

20mm申

28.6Ip皿申

36m血中

12kV

15kV

20kV

かつ交流負帰還をじゅうぷんかけたので,部品のばらつき,温度変

化,経時変化などに対する画面の垂直振幅,直線性の安定度は抜群

である｡

発振,励振回路は扱う電力が従来の白黒テレビと同程度なので,

低圧電源＋12Vで動作させている｡

カラーテレビの垂直出力回路では,表2に示すように,偏向電力

が,17～20インチ白黒テレビの場合に比べて2～3倍にも達するの

で,回路の能率の良くなることおよぴコンパーゼソス補正波形の取

り出し回路が簡単になることなどを考慮して,出力回路には新しく

開発された2SC936を採用し,電源電圧＋120Vで動作させた｡

2SC936の定格ほlちgo=500V,んmax=1A,j㌔=22Wであり,

実際の動作は定格に対しじゅうぶんな余裕を持っており,高い信療

度を期待できる｡

コンパーゼソス補正に必要なパラボラ電圧は,出力トランジスタ

に流れるのこぎり波電流を高安定電解コンデンサで積分してじゅう

ぶん低インピーダンスで取り出している｡

本回路のおもなデータを示すと次のとおりである｡

(a)走査の直線性……12分割して間隔変化率:±7%以内

(b)オーバースキヤソ率

(c)偏向の帰還時間

(d)同期保持周波数

(e)自由発振周波数

5～8%

650′`S

8′-15Hz

50Hz以下～63Hz以上

12.水平偏向回路

水平偏向回路は,発振回路,励振回路,出力回路を各1石のトラ

ンジスタで構成し,すべて＋120V電源動作としてある｡

発振回路は,同期AFC回路によって同期信号と位相のあった方

形波を発生し,励振回路で/くルス増幅して出力トランジスタに方形

波ベース電流を流す｡出力トランジスタは並列に接続されたダンパ

ーダイオードとともに1個のスイッチとして動作し,電源電圧をオ

ンオフして偏向ヨーク(以下DYと記す)に加え,DYにのこぎり

波電流を得ている｡

発振回路にほ回路が簡単で,周波数安定度の高い発振器を新たに

開発して採用した｡自由発振周波数の安定度は,初期調整後には最

悪条件を考慮しても15.75KHz±150Hz以内であり,同期引き込み

周波数範囲内である｡したがって顧客が水平同期調整を操作する必

要がないので,同期調整ツマミをキャビネット後面に配置した｡

励振回路では,発振回路のオン期間に励振トランジスタが導通し

励振トランスに磁気エネルギーをたくわえ,オフ期間に出力トラン

ジスタのベース電流んとして放出する｡この方式は逆相接続励振

方式と呼ばれ,励振トランスのインダクタソスがじゅうぶん大きい

ときんおよび励振トランジスタのコレクタ電流ムdは(1)式で与え

られる｡

ん=晋･恵一,ムd=筈･老≡……･･･…(1)
ここに, Eβ:励振回路の電源電圧

搾:励振トランスの巻数比

r｡N:励振トランジスタのオン期間
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最大定格
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1mA 琴W
T(7=25℃

1.2′`S以下

1.0001,200

コレクタ･エミッタ電圧 VcE(Ⅴ)
安全動作額域(ASO)

図7 水平出力トランジスタ(2SC937)の定格

7もFF:励振トランジスタのオフ期間

月β=Ⅴ盲β′/ん:出力トランジスタの入力抵抗

上式からわかるように励振トランジスタのコレクタ回路に大きな直

列抵抗をそう入すると,励振回路が走電流回路に近づくので,出力

トランジスタのγもgおよび発振方形波のパルス幅のばらつきがん

の増減に及ぼす影響を軽減できる｡

出力回路では,偏向コイルiこのこぎり波電流を涜す以外に,ブラ

ウソ管バイアス用の中電圧(約7001ちc),信号回路の動作に必要な

＋12V電源,コンパーゼンス補正用パルスおよびAFC用パルスな

どを取り出している｡

一般に水平出力回路は,セットの消費電力の大部分を占めている｡

トランジスタを用いた水平出力回路ほ,大きな電圧･電流を制御

するにもかかわらず,電流一偏向コイル間にエネルギーの循環がある

のみで,トランジスタでの電力損失ほほとんどないので,セットの

消費電力が小さくなりトランジスタ化の大きな特長となる｡

しかしカラーテレビでほ,白黒テレビに比べて,ブラウソ管のネ

ック径が大きいうえに,アノード電圧(高圧)が高いので,偏向電力

が数倍になるとともに,大きな高圧電力および高圧安定化が必要な

こと,ブラウン管の管内放電に対する考慮をより払わねばならない

ことなど,水平偏向回路にはトランジスタ化に当たって技術的にむ

ずかしい問題が多く,従来カラーテレビのトランジスタ化の実現を

妨げていた｡

大出力偏向回路において,出力トランジスタの定格に余裕がない

場合には,トランジスタ2石を直列または並列に使う方法が考えら

れるが,スイッチング期間(蓄積時問れ＋降下時間71)におけるバ

ランスがむずかしく回路の信板度を下げるおそれがあるので,本シ

ャシには新しく開発された超高逆耐圧の3重拡散形シリコントラン

ジスタ2SC937を採用して,水平偏向と高圧発生を1石で実現した｡

図7は2SC937の定格を示したものである｡

出力回路の設計に当たってほ,2SC937を信転度高く使うために,

次にかかげる配慮をした｡

(a)＋120V定電圧電源回路を開発して,トランジスタを過負

荷から保護する｡

(b)発振回路の周波数安定度を向上する｡もし発振周波数が大

幅に低くずれると,出力トランジスタのせん頭コレクタ電流,電

圧が上昇し,出力トランジスタが破壊の危険にさらされる｡

(c)励振回路の改良｡励振段のコレクタ抵抗を大きく選んで,

出力トランジスタのベース電流のばらつきを少なくする｡また出

力トランジスタのベース回路に直列に小さなインダクタンスエβ

を直列にそう入して,実効的な降下時間を短くする｡

(d)高圧の発生には,電極間放電を起こさず半永久的寿命を有

する積層形セレン整流器を使った2倍圧整流方式を採用した｡こ

の結果,従来から出力トランジスタの破壊の要因の中で最も危険

率の高い高圧整流管の内部放電時の過負荷から解放された｡

またフライバックトランス(以下FBTと記す)で発生する高圧

パルスが従来の方式の約1/2となり,小形で安全性の高い高圧発

生ブロックが実現できた｡もう一つの利点は,ブラウソ管を余熱
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しておくだけで,セットの瞬間受像が可能となることがある｡瞬

間受像はトランジスタ化テレビの最も大きな特長の一つである｡

FBTは動作の完全な解明に基づいて設計されたもので,ほかの

回路への悪影響が少なくきわめて能率の良いものとなっている｡

(e)ABL回路(自動輝度制限回路...…詳細は後述)の採用｡高

圧電力の大きいカラーテレビをトランジスタ化するときは,なん

らかの方法でブラウン管のアノード電流を制限しなければ,トラ

ンジスタが過負荷になって破壊に至る｡この新回路の特長は回路

が簡単で,調整部分がないので動作が安定していることである｡

(f)並列リアクタ高圧制御回路(詳細は後述)の採用｡この方式

ほ動作が全く安定しており,放電事故や経時劣化の心配がない｡

(g)帰線期間率を23～24%と従来の例より長く選んで,帰線

期間に発生するフライバッグパルス電圧(せん頭コレクタ電圧)を

可能な限り低く選んだ｡しかし本シャシでは,定電圧電源回路お

よび並列リアクタ高圧制御回路を拝用しているので,画面振幅の

変化がほとんどないため,一般のセットに比べて実効的なオーバ

ースキヤソ率(=受信側で送信の信号が失われる割合)は減少して

いるといえる｡帰線期間が長いので水平プランキングは完全でな

ければならない｡

上述の配慮をした結果,出力トランジスタ2SC937ほ,CPT放電,

電源スイッチの断続などの異常状態およぴあらゆる環境条件で最大

コレクタ電圧,最大コレクタ電流,安全動作領域(ASO)の定格内で

安全に動作している｡

次に水平偏向回路のおもな付属回路について述べる｡

(a)＋12V 電 源

セットの低圧電源＋12Vは,FBTに設けた低圧巻線に得られ

る逝極性のパルスを整流して取り出している｡この方式は,変換

能率がきわめて良く,出力電圧偏差:12.3V±0.1Vでばらつきが

少なく,内部抵抗凡｡≒1∫ユでじゅうぷん良好な定電圧電源として

動作する｡

(b)中 圧 電 源

ブラウン管G2,G4バイアス用中圧電源は出力トランジスタの

コレクタに発生するフライバック/くルスを直接整流して,650～

750Vの直流電圧を得る｡

(c)AIきL回路(自動輝度制限回路)(特許出願中)

カラーテレビでは映像信号の直流分を伝送しているので,信号

ー39-
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の内容や輝度,コントラストの調節により,ブラウン管の平均ア

ノード電流が流れ過ぎて高圧回路が過負荷になることがある｡高

圧回路の過負荷が長く続くと,水平出力トランジスタが破壊され

る恐れがある｡本シャシでは高圧回路および水平出力トランジス

タを保護するため図9に示すABL回路を開発し採用した｡以下

に図9の基本回路を使って回路動作を説明する｡

ブラウン管に電流が流れない場合,すなわち輝度がゼロの場合

にほ高圧整流器を通じて電流が流れず,凡(R724)の両端に電圧

降下を生じない｡＋Eβ(120V)>0であるから,ダイオードCR26

はカットオフされており,ブラウン管の第1グリッド電圧はゼロ

である｡

平均アノード電流んが増加すると,凡の両端に月1･んの電圧

降下が生じるがCR26は,＋且β一凡･ん≧0の間カットオフされ

ている｡平均アノード電流んがさらに増加して＋且∂一尺･ん<0

になるとCR26は導通する｡

馬(≒月812＋811≒2M【1)ほ高抵抗であるため,CR26が導通

すると第1グリッド電圧Ecl≒＋且∂一凡･んの負電圧に降下する｡

第1グリッド電圧が降下するとアノード電流は減少する｡したが

って最大アノード電流んmaxは(2)式で表わされる｡

んmax≒+若諾㌫=800〝A‥……………･…(2)
上述のように輝度やコントラスト調節を回し過ぎても最大アノー

ド電流ははぽんmaxに制限されるので,高圧回路,水平偏向回路

蓑3 電 源 性 能

入 力 電 圧.

B 電 圧 出 力.

ブラウン管ヒータ電圧.

消 磁 電 流.

.AC90～115V

.DC120±3V

.AC6.3V

.突入時3Aピーク,

50/60Hz

180へノ450mA

リップル 0.1Vpp以下

0.9A

平衡時50mA以下 交流減衰電流

を保護することができる｡

(d)並列リアクタ高圧制御回路(特許出願中)

従来のカラーテレビでほ高圧を一定にするため,電力損失の大

きいシャントレギュ一夕管(たとえば6BK4A)を使用しているが

本シャシでは信板度を向上させるため,電力損失のほとんどない

並列リアクタ高圧制御回路を開発して採用した｡

以下に図10,11,12を使ってその回路動作を説明する｡図10

のC718,C720は直流阻止用コンデンサで,FBTの一次インダ

クタンスエ♪,並列リアクタの制御コイルのインダクタソスエ2と

直列コイルエ1の和ほエyに比べて非常に大きく無視することが

できる｡したがって高圧制御回路の等価回路は図Ilのようにな

る｡また可変インダクタソスエ芯はエ1,エ2を通じて流れる直流電

流によって飽和,非飽和となり,インダクタソスが大幅に変化す

る｡等価回路において水平トランジスタのコレクタ電圧帆の波

形は図12のようになる｡せん頭値1仁♪は

Ⅴ亡♪∝怠･… ‥(3)

ただし,上=壬藷
高圧電流がゼロのときは,エ1,エヱを通る電流は最も小さくなり,

そのときエヱ値は最も大きく,l仁は図12④のようになる｡高圧

電流が増加するにつれてエ1,エ2を通る電流が増加してコアが少

しずつ飽和するためエJの値が小さくなり,上式からエの値が小

さくなるので,l㌔♪が大きくなり,コレクタ電圧波形は図12の⑧

のようになる｡高圧負荷をとると高圧は少し下がるが,帆♪が⑧

のように大きくなるので,高圧の負荷が変化しても高圧の変化は

少なくなる｡そして輝度の変化による画面の振幅の変化はほとん

どなくなる｡上1はエズが完全に飽和したとき,トランジスタに過

大電流が流れるのを防ぐための飽和しないチョークである｡

(e) そ の は か

ピンひずみの少ない偏向コイルを採用して,上下･左右ともピ

ンひずみ補正回路を省略した｡

ブラウソ管の組み立て精度が良いので,中心調整回路を省略し

たが実用上問題ない｡

13.電 源 回 路

カラーテレビジョンほ白黒に比較して水平偏向回路をほじめとし

て各出力回路に,より高電力･高電圧を要し,トランジスクでこれ

らの回路を構成するには,セットの直流電源電圧(B電圧)を＋120

Vに設定するのが最適である｡さらにトランジスタなどの回路部品

を定格内で最も有効に,かつ高信煩度が得られるように動作させる

ので,B電圧の変動は極力小さくしなければならない｡B電圧を許

容範囲に押え,入力電圧変動や電源負荷変動の影響を受けなくする

にほ定電圧装置がどうしても必要となる｡本シャシにほトランジス

タによる定電圧電源を内蔵L,B電圧の直流変動分と整流後のリッ

プルをすべて制御トランジスタに吸収させて,低リップル,定電圧の

B電源が得られるようにした｡

全回路が半導体化されると,電源負荷が大幅に減少し,商用交流

電源から直接整流するラインオペレートを行なって電源トランスの

小形化を図った｡本棟に要求される電源装置として,性能を要約す
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ると表3のようになる｡

主制御トランジスタTR41,42に新たに開発された高避耐圧三重

拡散形NPNトランジスタ2SC935を2個並列使用し,制御ドライ

ブトランジスタTR43,誤差増幅トランジスタTR44,ツェナダイオ

ードCR34を図】3のように配置して,いわゆる直列制御形定電圧

回路を構成している｡ここでは別電源氏を設けたことが大きな特

長となっている｡且はTR41,42のベース電流Jゎ12≒ム3とTR43の

ベース電流ム3を供給する電源で,約5Vの低電圧のためTR43に

βl仁方oが低く,たの小さいトランジスタを使用することが可能と

なった｡出力電圧の調節はR913により制御トランジスタに流れる

電流を変えて行なわれる｡

直列制御形定電圧回路は,負荷短絡の瞬間,前述L-た負帰還作用

により,制御トランジスタに過大電力が加わって破壊する｡本機の

ように高電力,高電圧を扱う電源では破壊は必至であり,負荷短絡

の都度,電源や関連部品を交換するようでは信板性が乏しく,実用に

ならない｡それで保護トランジスタTR45を使用し図13の破線の

ような回路を考案Lてこの問題を解決した(特許出願中)｡

分圧点eの電位は120V以下に選定され,負荷電圧が正常値の場

合は,TR45のベースエミッタ問は避バイアスとなっているので,

カットオフされ,走電圧回路の動作には影響を与えない｡ところが

負荷短絡によりc点が接地されると,e点のほうが高電位となって

ベース電流が供給され,TR45は飽和L-,h-C間ほ短絡状態となっ

てム3,ム12がしゃ斬され,TR41～43が保護される｡

なお入力側a点とアース問短絡に関しては,側路用ダイオード

CR36を設け負荷コンデンサにたくわえられた電荷が制御部に逆流

してトランジスタを破壊するのを防止Lノている｡

本シャシの負荷は高圧整流器も含めてすべて半導体化されている

ので,電源が動作すれば,各回路は直ちに動作を開始する｡ところ
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がブラウン管ヒータと消磁回路ほ,従来の方式でほ動作完了までに

10秒以上要し,瞬間受像の障害になるので,それぞれ次のような回

路構成とした｡

ブラウン管ヒータ回路には予熱回路を設け,セット休止時にはヒ

ータ電圧定格6.3Vに対し5.5Vが印加されるようにしてある｡陰

極温度が低いまま陽極電圧が印加されると無理に電子放出させら

れ,陰極を劣化させるので,予熱したほうがむしろ寿命を長くする

ことがわかっている｡

消磁回路は,消磁コイルと正特性サーミスタを直列に接続しただ

けの最も単純な回路構成で,SW-OFF時に動作するようにして

ある｡

これで動作開始時消磁コイノしに流れる交流減衰電流によって,画

像が揺れる問題は完全に解決された｡

14.結 R

以上報告したように,カラーテレビをトランジスタ化するにあた

ってのかずかずの問題点を完全に解決するだけでなく,さらに従来

のカラーテレビにない特長をもったシャシを開発することができ

た｡本製品はすでに一般市場に出てから半年を過ぎ,市場よりの評

判および信頼度データが集まりつつあり予期した好結果を待つつあ

る｡この結果をもとにして,大形カラーテレビのトランジスタ化も

開発を完了し,19形カラーテレビを市場に送り出している｡

カラーテレビの急速な普及にそなえ,ここ数年内に全機種のトラ

ンジスタ化ほ必至であると考えられるので,今後さらに特長あるオ

ールトランジスタカラーテレビに仕上げてゆきたい所存である｡

終わりに臨み,本開発にあたり,日立製作所家電研究所第2部の

全面的なご協力とご指導ならびにご協力を賜わった関係各位に,深

く感謝の意を表する次第である｡
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自硬性鋳型におけ る硬化時間の調節方法

ケ丁砂などの耐火材料,ケイ素またはケイ素を含有する合金もL.

くは適宜のケイ化物の粉末,水で適度に希釈した水ガラスなどを混

合Lて自硬性鋳型を成型する在来の方法では,硬化時間の調節のた

めに四季の気温に変化,造型の難易のような作業条件に応じて,そ

の都度適宜のケイ曹比のものを選定して使用しなければならないの

で,設備および経費の関係上から不便が多かった｡また,従来の方

法は平衡状態における遊離力性ソーダを利用するものであるため,

鋳型の硬化時間を大幅に調節することが容易でないから,作業能率

の向上を図ることができない欠点があった｡

この発明ほ前記自硬性鋳型を成型する際に,耐火材料,ケイ化物

の粉末,水ガラスなどの混合のときにカ性ソーダ水溶液を添加し,

その添加力性ソーダを不平衡状態のもとで硬化反応に利用して上記

諸欠点を除去したものである｡ケイ酸ソーダ水溶液にカ性ソーダ

水溶液を添加した直後では,添加力性ソーダの大部分は不平衡の状

態で存在する｡すなわち,遊離力性ソーダ量より過多である｡そし

て,時間の経過とともに新しいケイ曹比のもとにおける平衡状態の

カ性ソーダ量に変わっていき,遊離力性ソーダ量は減少していく｡

このため不平衡状態のままのカ性ソーダを硬化促進剤に利用すれば

わずかな添加量ですみ,ケイ酸ソーーダのケイ曹比に関係なく添加力

性ソーダにより直接に硬化時間を大幅に調節することができる｡

図の実線(A)は平衡状態の遊離力性ソーダを利用する在来の方

法におけるケイ曹比と硬化時間の関係を示L,鎖線(B)は不平衡

状態の添加力性ソーダを利用するこの発明の場合を示したものであ

西 山 大害夫･南郷 忠勇
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夢

る｡在来の方法ではケイ曹比が2.0から1.94に変わることにより,

硬化時間は2～3分短縮するに対しノ,この発明では同様な変化にお

いて約20分短縮することができ,その効果はほぼ10倍となる｡
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